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■
申
込
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
１

中
央
趣
味
講
座

「
季
節
の
折
り
紙
教
室
②
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
飾
り
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
19
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
石
原
啓
子
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
200
円（
材
料
費
）

▼
申
込
＝
10
月
７
日
（火）
〜
11
月
６

日
（木）
ま
で
に
費
用
を
添
え
て
直

接
、
同
館
へ

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
１

植
野
地
区
公
民
館

「
手
作
り
セ
ッ
ケ
ン
教
室
」

　

廃
油
を
使
わ
な
い
石
け
ん
を
作

り
ま
す
。
緑
茶
を
使
う
の
で
、
美

肌
効
果
も
抜
群
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
４
日
（火）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
同
館　

▼
講
師
＝
前
田
行
代
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
800
円（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク

な
ど　

■
申
込
＝
10
月
21
日
（火）
ま

で
に
、
同
館
☎
（２３）
５
４
２
１

葛
生
地
区
公
民
館
市
民
教
養

講
座「
葛
生
の
古
道
散
策
」

　

数
百
年
前
の
歴
史
の
道
「
坂
東

三
十
三
霊
場
」
を
歩
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
願
成
寺（
鉢
木
町
）か
ら

羽
鶴（
仙
波
）ま
で
を
歩
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
７
日
（金）
午
前
９
時

〜
正
午　

▼
集
合
＝
葛
生
地
区
公

民
館　

▼
講
師
＝
船
田
実
さ
ん　

■
申
込
＝
10
月
31
日
（金）
ま
で
に
、

同
館
☎
（８６）
３
４
１
４

常
盤
地
区
公
民
館
市
民
教
養

講
座
「
た
め
に
な
る
薬
と
食

事
の
摂
り
方
」

▼
日
時
＝
10
月
21
日
（火）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

▼
会
場
＝
同
館

▼
講
師
＝
永
倉
初
江
さ
ん
（
薬
剤

師
）
▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎
（８５）
３
６
５
７

石
材
の
印
作
り（
篆て
ん
こ
く刻
）講
座

▼
日
時
＝
11
月
２
日
〜
30
日
の
毎

週
日
曜
日（
全
５
回
）午
後
２
時
〜

４
時
（
23
日
の
み
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
）
▼
会
場
＝
郷
土
博

物
館　

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

▼
講
師
＝
市
川
両
僊
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
・

持
ち
物
＝
実
費
な
ど
あ
り

■
申
込
＝
同
館
☎
（２２）
５
１
１
１

傾
聴
を
基
礎
に
精
神
保
健
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
こ
こ
ろ

の
健
康
・
精
神
保
健
福
祉
に
関
心

が
あ
り
、
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
22
日
〜
11
月
12
日

の
毎
週
水
曜
日（
全
4
回
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ね
っ
と

▼
内
容
＝
認
知
症
の
理
解
・
病
気

の
基
礎
知
識
・
自
殺
の
現
状
・
傾
聴

の
基
礎
知
識
な
ど　

▼
定
員
＝
先

着
20
人　

▼
費
用
＝
500
円（
資
料

代
）
■
申
込
＝
10
月
20
日
（月）
ま
で

に
、
フ
レ
ン
ド（
大
木
美
智
子
）

☎
（２４）
７
５
３
５

社
会
福
祉
協
議
会
の
講
座

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。
お
申
し
込
み
は
同
協
議
会

☎
（２２）
８
１
３
６
へ

●
要
約
筆
記
講
習
会（
後
期
コ
ー
ス
）

　

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
、
話
の
内
容

を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る

筆
記
通
訳
の
こ
と
で
す
。
短
期
間

で
基
礎
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日
〜
11
月
12
日

の
毎
週
水
曜
日（
全
３
回
）午
後
７

時
〜
９
時　

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

●
点
字
講
習
会（
実
践
コ
ー
ス
）

　

初
歩
的
な
パ
ソ
コ
ン
点
訳
体
験

や
視
覚
障
が
い
の
方
々
と
の
交
流

を
と
お
し
て
、
点
字
学
習
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
10
月
20
日
〜
平
成
27
年

３
月
２
日
の
毎
週
月
曜
日（
全
15

回
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
対
象
＝
点
訳
の
初
歩
的
な
技
術

を
有
す
る
方

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

●
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

「
い
き
い
き
と
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ

フ
を
過
ご
す
た
め
の
講
演
と
絵
手

紙
講
座
」

▼
日
時
＝
11
月
11
日
〜
12
月
２
日

の
毎
週
火
曜
日（
全
４
回
）午
前
10

時
〜
正
午　

▼
対
象
＝
市
内
に
お

住
ま
い
の
50
歳
以
上
の
方　

▼
講
師
＝
和
田
晴
美
さ
ん
（
佐
野

短
期
大
学
教
授
）、
津
久
井
和
江

さ
ん（
絵
手
紙
講
師
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

「
廃
食
用
油
」
か
ら
石
け
ん

作
り
・
石
け
ん
ア
ー
ト
を
楽

し
も
う

▼
日
時
＝
石
け
ん
作
り
・
石
け
ん

ア
ー
ト
①
11
月
22
日
（土）
、
石
け
ん

作
り
②
12
月
13
日
（土）

各
日
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
＝
各
回
10
人

▼
費
用
＝
①
300
円（
材
料
費
）、
②

は
無
料　

▼
持
ち
物
な
ど
＝
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
マ
ス
ク
・
エ
プ

ロ
ン
・
ゴ
ム
手
袋
・
廃
食
用
油
（
あ

れ
ば
）
■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進

課
☎
（２３）
８
１
５
３

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
相
続
が
発
生
し
た
ら
…
」

　

ま
ず
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い

の
？
相
続
の
最
初
の
部
分
に
つ
い

て
の
講
座
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

▼
会
場
＝
城
北
地

区
公
民
館　

▼
講
師
＝
青
木
亘
史

さ
ん（
栃
木
県
司
法
書
士
会
会
員
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）■
申

込
＝
交
通
生
活
課
☎
（６１）
１
１
５
９

佐
野
市
民
大
学

「
中
国
茶
文
化
講
座
」

　

お
い
し
い
中
国
茶
を
試
飲
し
な

が
ら
、
中
国
の
お
話
を
聞
き
ま

し
ょ
う
。
▼
日
時
＝
11
月
９
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
宮
森
勝
市
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）
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　歌舞伎十八番でおなじみ「勧進

帳」の弁慶や、「仮名手本忠臣蔵」

の五段目に登場する定九郎など、

歌舞伎を題材とした押絵羽子板を

展示します。

▼会期＝１０月８日

（水）～平成２７年１

月２９日（木）

▼開館＝

午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜

日（１０月１３日は開

館）、１０月１４日（火）

■人間国宝田村耕一陶芸館☎（２２）０３１１
（まちなか活性化ビル「佐野未来館」１階）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

【郷土博物館常設展】 ▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　 ▼休館日＝毎週月曜日（１０月１３日

は開館）、１０月１４日（火）、１０月３１日（金）

■葛生化石館☎（８６）３３３２

開館１０周年記念講演会
「陶芸家・田村耕一の横顔」＆作品鑑賞会

　縄文時代の編物技術であるアンギン織でコース

ターを作り、古代人の生活に触れてみませんか。

▼日時＝１０月１８日（土）午前１０時～正午

▼会場＝同館　 ▼講師＝県埋蔵文化財センター職員

▼定員＝先着２０人　 ▼費用＝１００円

▼持ち物＝エプロン　 ■申込＝同館へ

「羽子板展」を開催します

民話を聞こう参加者募集
　くずう民話の会のみなさんに、楽しい民話や、唐

沢山城跡にまつわるお話を語っていただきます。

▼日時＝１１月１日（土）午後２時～３時 ▼会場＝同館

▼定員＝先着３０人（無料）　 ■申込＝同館へ

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

「吉澤コレクションの鳥　

おめでたい鳥たち」開催中

▼会期＝１０月１９日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５時

▼入館料＝一般５１０円ほか

▼休館日＝毎週月曜日（１０月１３

日は開館）、１０月

１４日（火）、１０月

２０日（月）～３１日

（金）は展示替え休

館

【作品鑑賞会】

１０月４日（土）、

１９日（日）午後２

時～※要観覧券　

　今号では数万年前まで日本にか

つていたシカの化石をご紹介しま

す。現生のニホンジカと、体の大

きさなどは似ていますが、角の分

岐の位置や向きが違います。市内

でも角の化石などがたくさん見つ

かっています。 ▼開館＝午前９時

～午後５時

▼入館料＝

　無料　

▼休館日＝

毎週月曜日

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

ニホンムカシジカ（角）

古代の織物に挑戦！
「縄文の織布（アンギン）でコースターを作ろう」

下
村
観
山《
寿
老
》当
館
蔵

■郷土博物館☎（２２）５１１１

レイクサイド佐野情報
　１０月１日（水）から２月末日までの予約受付を開

始します。なお、１２月３０日～１月３日分の予約は

抽選になります（申込期間は１０月１日（水）～１５日

（水））。 ▼休館日＝１１月１９日（水）・２０日（木）、１２月

２５日（木）・２６日（金）、１月５日（月）～８日（木）

※１０月・２月は無休。変更になる場合あり

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝☎（６１）１１２６

▼無料送迎バス出発日 ★お楽しみバス運行日

１０月
１泊用 ２日（木）
２泊用 ７日（火）・２０日（月）★

１１月
１泊用 ９日（日）・１７日（月）・２７日（木）
２泊用 ６日（木）・１２日（水）★

１２月
１泊用 ２日（火）
冬期バス １０日（水）～２３日（火・祝）

1月
１泊用 １４日（水）
冬期バス １９日（月）～３１日（土）

２月 冬期バス １日（日）～２８日（土）

▼日時＝１０月１９日（日）午後２時～３時３０分

▼会場＝同館ほか　 ▼講師＝田村田さん（田村耕一氏

の孫・絵画講師）　 ▼定員＝先着５０人（無料）

■申込＝同館へ（要事前申込）

★１１月３日（祝・月）から、「開館

１０周年記念ポストカード」を来館

者にプレゼントします。

（先着５００人・おひとり１セット）

市制１０周年・開館１０周年記念
「佐野市所蔵名品展」開催中

▼会期＝１１月２３日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　※会期中は、休まず開館します

田村耕一

定九郎


